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　今年もいよいよ本格的な夏の到来が予感される季節になりました。

　真夏では朝でも、 満員電車に乗って研究室に着く頃には汗が噴き

出しそうなりますが、 そんなときに空調が効いているとほっとした気持

ちになり、 スムーズに仕事にとりかかれるものです。

　昨年に比べても原子力発電による電力供給が全国的に制限されて

いる今年は、 電気による空調機器の使用の節減と一層の効率化が

求められています。 もし外気や自然氷などの自然冷熱を直接利用し

た熱制御が行えれば、 電気から熱への低効率のエネルギー変換を

経ることなく、 夏のピーク電力の削減への大きな一助となるはずです。

　今月号の 「Techno Scope」 では再生可能エネルギーの中でも

「熱」 に焦点を当てて、 地中熱と雪氷熱の効率的な利用の新たな取

り組みを紹介しています。

　電力だけでなく、 最もシンプルなエネルギーの 「素」 のひとつであ

る熱の有効活用を、 日々の生活でも意識していくことも大切なのでは

ないでしょうか。  （T.H.）
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X線分析の前処理に最適です！振動式ミニカップミル MC-4A レンタルも承ります。ご相談下さい。

< MC-4A >
電　　源：100V 50/60Hz（指定）
振　　幅：約6mm
モーター：100W
外形寸法：W36xD46xH40cm
本体重量：約35kg（バレル・ボール含まず）

試験・研究用機器分析（X線分析等）の前処理として、少量の試料を短時間に
微粉砕します。
装置は小型で、振動も少ない卓上型の旋転運動を利用した粉砕器です。
バレルは４個同時に使用でき、底の広い扁平型の容器とロット型のボールの
組み合わせで、試料の取り出しや清掃も簡単です。 球状のボールを使用する
ミルと比較して、付着率や発熱を低く抑えられます。粉砕能力は試料によって
異なりますが、乾式で平均5mmの試料が10ミクロン以下になります。
バレルの材質は下記の物の他にHiアルミナ・硬質鋼（クロム焼入れ）等も
ございます。
冷凍粉砕用にも、ステンレス製容器とタングステンカーバイト製（φ45）の
粉砕ロッドにより、プラスチック、ゴム類を上記容器ごと液体窒素で冷却する
事により細かく粉砕する事が可能です。

本機は、粉砕容器（ポット）が回転する最中にローラーが左右交互に昇
降する事で傾斜を繰り返すユニークなボールミル架台です。内部の試
料とボールが十分に混合されつつ粉砕が行われるので、偏析の無い粉
砕が出来ます。また、混合目的にも適して
2本のローラー間隔を簡単に変える事が出
ので、広範囲なサイズのポットに対応可能で
●ローラー：φ25×450mm長さ
●ローラー回転数：50-1000rpm
●最大積載重量：約6kg
 （粉砕容器＋ボール＋試料）

従来のネジ止め式は、ネジの摩擦による微量の金
属粉の粉砕試料への混入防止。
締め付け回数増加により、容器側（雌ネジ）ネジの
緩み損傷防止。
蓋の取外し、取付時間短縮
●材質：ポリアミド（ナイロン）
●サイズ：1リットル、3リットル、5リットル

上記BMR-450型の実用タイプです。
●ローラー：φ50×600mm長さ
●ローラー回転数：50-550rpm
●最大積載重量：約10kg
 （粉砕容器＋ボール＋試料）
●容器積載サイズ：φ12cm-φ30cm

粉砕容器とボールの形状・材質

部分安定化
ジルコニア

タングステン
カーバイド

メノー ステンレス

ボールミル架台（左右昇降式）
BMR-450 クイックロック式ナイロンポット

BMR-1000
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